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遠心抽出器のロータ回転数が U の抽出挙動に与える影響について、試験により評価した。ロータ回転数

の増加に伴い、分散相の液滴径が減少し反応表面積が増加する一方、吸込性能の上昇により混合時間が低

下するため、U 抽出の段効率は所定のロータ回転数で最大となることを確認した。 
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1. 緒言 

原子力機構では将来の再処理工場に適用する抽出装置として、従来使用されてきたミキサセトラやパル

スカラムに比べ相分離性能が高く、よりコンパクトで迅速な処理が可能な遠心抽出器（図 1）の開発を進め

ている。遠心抽出器では、従来、抽出性能が最大となる運転条件を装置構造ごとに決定してきた。本研究

では、ロータ回転数の変化が抽出性能に与える影響について、液滴径を含めて調査することで、抽出性能

と液滴径の関係性を明らかにし、遠心抽出器の最適な運転条件の選定に資することを目的とした。 

2. 試験方法 

ロータ内径φ25 mm 及びφ55 mm の遠心抽出器を対象に、有機相には 30%TBP-ノルマルドデカンを、水

相には硝酸ウラニル溶液（U：18～20 g/L、H+：3 mol/L）を用いてロータ回転数に対する U 抽出性能を評

価した。φ25 mm ロータでは、有機相と水相を合わせた流量を 2 L/h で

固定し、ロータ回転数を 2,000 min-1～6,000 min-1まで 500 min-1ずつ変化

させた。φ55 mmロータでは、流量を 30 L/h、ロータ回転数を 3,500 min-1、

4,000 min-1とした。抽出性能は、抽出前後の水相中 U 濃度、並びに、バ

ッチ試験により求めた抽出平衡時の U 濃度から、マーフリー型段効率

により評価した。 

同型の遠心抽出器を対象に、有機相には 30%TBP-ノルマルドデカン

を、水相には純水を用いて、ロータ回転数に対する分散相の液滴径の変

化を調査した。液滴径は、槽底から撮影したカメラ画像の解析により求

めた平均径で評価した。 

3. 結果及び考察 

φ25 mm ロータにおいては、3,500 min-1で段効率が最大となり

（図 2）、φ55 mmロータにおいても 4,000 min-1よりも 3,500 min-1

の方が、高い段効率を示した。いずれの遠心抽出器においても、

分散相の液滴径は、ロータ回転数の上昇と共に微細化が進み、

一定の値となる傾向にあった。ロータの回転数上昇は二相の反

応表面積を増加させ、一定の値までは段効率を向上させる一方、

吸込性能を向上させ、二相の混合時間を減少させることによる

段効率の低下にも寄与すると考えられる。本試験では、ロータ

回転数 3,500 min-1 付近を境に、混合時間の短縮化が、液滴径の

微細化による効果を上回り、前述のような傾向を示したものと

推測される。 
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図 1 遠心抽出器の概略 

図 2 ロータ回転数に対する段効率の
変化（ロータ内径：φ25 mm） 

水相+有機相供給流量：2 L/h
（O/A=1） 
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